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●採用予定人員
一舷裏務職員　4人、土木寂術職員1人、保健婦1人

（採煽予定人員は変更になることがあります）

●受験費椴（年齢要件など）
▽一般車請願　昭和的年4月2日から昭和51年4月1日までに生まれた人
▽土木技術駈　昭和4階4月2日から昭和51年4月1日までに生まれた人で

高話撃殺以上の土木課程を終了した人または卒業見込みの人
▽保　健　婦　昭勅勘年4月2日から昭和48年4月1日までに生まれた人で

保健婦の資稔を有する人または、平成6年5月31日までに資
格取得見込みの人

●第1次試験
と　き　9月19日（日）午前10時から

ところ　芦屋町立芦屋中学校（芦屋町中ノ浜）
内　容　教養試験（一般事務職員・技術域員・保鐙婦）

適性検査（一般事務職員・技術臨・保健婦）
専門試験（技綺職員・保健婦のみ）

●受験手続
▽受付期間＝8月2日（月）から20日（金）まで

※郵送の場合は8月20日必着
▽申し込み方法掌申込用紙（役場人事係で交付）に必要事項を記入して、写真

（タテ6センチメートル×ヨコ4．5センチメートル）を添えて（用紙に貼ら
ずに）役場企画課大審係に提出してください。

※郵送の場合は柳2円切手を貼った宛て先明記の返信用簡易書留封筒を同封し

てください。
♭受験票の交付＝受験申込雪を受理した場合は受験票を交付します。

●採　　用

最終合格者は採用候補者名簿に登載し、必要に応じて採用します。

●給　　与
初任給は、高校卒で14万1千円経度、大学卒で16万8千円経度支給されます。

●申し込み　〒811－的遠賀郡遠賀卸大手今古賀513

問い合わせ　　　　遠賀町役場企画課人事係℡（2粥）1234
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い
っ
し
ょ
は
広
げ
ま
せ
ん
舟
、
瓦
わ
あ
い
の

一
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に
健
や
か
で
、
本
当
に
幸
せ
に
生
き
て
い
る
と
実
惑
で
き
る
町
・
・
・
そ
こ

に
は
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、
自
慢
で
き
る
学
習
仲
間
が
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
住
む
遠
賀

町
の
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
、
生
涯
学
習
は
、
あ
な
た
の
意
欲
を
待
っ
て
い
ま
す
。

「
学
び
た
く
で
も
現
実
は
無
理
」
と
あ
な
た
は
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
。
生
涯
学
習
は
自
発
的
な
も
の
。

そ
し
て
、
楽
し
む
も
の
で
す
。

「
遠
賀
町
は
、
皆
さ
ん
の
意
欲
を
大
挙
に
し
ま
す
」

生
き
る
こ
と
は
、
学
び
で
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
す
。

さ
あ
！
皆
さ
ん
！
い
っ
し
ょ
に
「
ふ
れ
あ
い
の
輪
」
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
志
指
導
者
が
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
お
手
伝
い
し
ま
す

町
教
育
委
員
会
で
は
、
何
か
を
「
学
び
た
い
」
、
「
身

に
つ
け
た
い
」
と
頼
っ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
身

近
に
あ
る
公
民
館
な
ど
で
、
自
発
的
な
学
習
が
で
き

る
よ
う
に
指
導
者
の
発
掘
や
紹
介
、
そ
し
て
、
学
習

し
た
い
と
思
う
皆
さ
ん
に
役
立
つ
よ
う
情
報
の
提
供

な
ど
を
行
う
『
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
』

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
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賀
町
に
お
住
ま
い
の
「
繕
技

老
も
っ
た
有
志
指
導
者
」
の
推
せ
ん
を
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
の
推
せ
ん
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
、
て
、
三
十
五
人
の
方
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
綜
技
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
o

家
庭
生
清
な
ど
に
役
立

綜
技
の
内
容
も
多
彩

、
教
養
や
趣
味
な

と
皆
さ
ん
の
お
役

指
導
書
の
写
真
の

、
指
導
し
て
い
た
だ
く

紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぽ
∵
安
近
に
あ
る
地
域
公
民
館
や
職
場
寮
を
玄
白

由
に
楽
し
み
な
が
ら

が
で

て
有
志
指
導
者
の
皆
さ
ん
が
、
ゐ
な
た
の
地
域
・
職

場
で
生
涯
学
習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

「
グ
ル
ー
プ
で
学
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
も
の
が

見
つ
が
っ
た
ら
、
「
有
志
指
導
者
の
紹
介
し
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

「
有
志
指
導
者
の
紹
介
」
申
請
を
す
る
に
は

●
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
仲
間
が
い
て
学
習
の
計
画

が
で
き
た
と
き
、
学
者
を
始
め
る
十
日
前
ま
で
に
、

「
有
志
指
導
者
紹
介
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
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こんな『ふれあいの輪』が町内に
どんどん広がってくれたらいいですね

すでに始まっています。「町民学習ネットワーク事業」

遠賀南中学校の先生8人（代表早川博道さん）による“英

会話入門”と鬼津区老人会の皆さん13人（代表門司勝吉さ

ん）による“社交ダンス”の2つグループが、すでに活躍

中です。どちらのグループも和気あいあいと楽しんでい

ます。こんな′ふれあいの輪をどんどん広げてください。

●
申
請
書
用
紙
の
詣
求
と
申
請
は
　
遠
賀
町
民
学
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
運
営
委
員
会
の
事
務
局
（
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2

3
4
ま
で
ど
う
ぞ
。

●
有
志
指
導
者
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

指
導
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
学
習
料
・
謝
礼
金
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
交
通
費
な
ど
と
し
て
一
回

二
千
円
　
（
二
時
間
以
内
）
　
を
グ
ル
ー
プ
で
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
会
場
の
使
用
料
や
教

材
費
が
必
要
な
場
合
も
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
で
負

担
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
習
活
動
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
も
教
育
委
員
会

に
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
ん
ど
ん
相
談
く

だ
さ
い
。
電
話
で
も
結
緒
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
英
会
話
を
学
び
ま
す

（
中
央
公
民
館
で
）

ス
テ
ッ
プ
も
か
ろ
や
か
に
社
交
ダ
ン
ス

（
鬼
津
公
民
館
で
）



選挙に関する問い合わせは

遠賀町選挙管理委員会℡（293）1234へ

′あなたの投票所

●第4投票所 �●第3線悪所 �●　寛2投票所 �●寛1投票所 
（虫生濃公民館） ＜1ごさい。 讃縮 �（連木小学校体育館） �（遺質町役場） �（電話小学校体育館） 

虫生活、東町、西町、芙蓉 �上別府、浅木、本音、 �広渡（一部を除く）、遠賀川、 新町、中央、今古賀、旧侍、 �島津、若松、鬼津、尾崎、 田圃北、田園南、松ノ木、 
東和苑、老良、若葉台 �別府（一部を除く） �別府の一部（緑光苑など）、 広波の一部（道官） 

「ヽ

園

7
月
1
8
日
㈲
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き

る
の
は
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
人
で
す
。

①
昭
和
4
8
年
1
月
1
9
日
ま
で
に
生
ま
れ

た人。
②
平
成
5
年
4
月
3
日
ま
で
に
転
入
届

を
し
、
引
き
続
き
遠
賀
町
内
に
住
所
が

あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
　
（
住
民
票
）
　
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

投
票
所
入
場
整
理
券
は
と

ど
き
ま
し
た
か
。

投
票
所
入
場
整
理
券
を
1
月
6
日

（
火
）
　
か
ら
9
日
　
（
金
）
ま
で
の
間
に

発
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
公
報

を
1
月
1
2
日
　
（
月
）
　
か
ら
1
6
日
　
（
念
）

ま
で
に
配
付
し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さい。
●
入
場
整
理
券
は
、
一
枚
の
は
が
き
が

三
人
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
所

へ
行
く
前
に
、
必
ず
各
自
の
も
の
を

切
り
取
っ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

7
月
1
日
以
降
に
町
内
転

居
し
た
人
は
、
前
住
所
地

の
投
票
所
へ
。

今
回
の
総
選
挙
は
、
6
月
5
0
日
現
在

の
投
票
区
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
こ
の

た
め
1
月
1
日
以
降
に
届
け
出
た
町
内

転
居
者
は
、
従
前
の
住
所
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
は
7
月
1
7
日

ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
1

月
1
7
日
　
（
土
）
　
ま
で
の
毎
日
午
前
8
時

0
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。
印
鑑

を
持
っ
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

（
役
場
二
階
第
三
会
議
室
）
　
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
す
で
に
届
い
て

い
れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
薫
が
で
き
る
人
は

●
枝
葉
日
当
H
、
自
分
の
投
票
区
の
区

域
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
華
中

で
あ
る
場
合
　
（
出
張
な
ど
）

●
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の

た
め
、
遠
賀
町
の
区
域
外
に
旅
行
ま

た
は
滞
在
中
の
場
合
　
（
新
婚
旅
行
や

入
院
な
ど
）

●
病
気
や
出
産
な
ど
で
歩
行
が
著
し
く

困
難
な
場
合

身
体
の
障
害
の
た
め
に
投
票

所
に
行
け
な
い
人
は
、
郵
便

に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
歩
行

が
困
難
な
た
め
、
投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
、
自
宅
な
ど
現
に
い
る
場
所
で
投

票
用
紙
に
記
載
し
、
郵
送
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
で
投
票
す
る
場

合
は
、
郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
で
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
は
、

2
種
類
あ
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙
は

桃
色
地
に
黒
刷
り
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
は
白
色
地
に

赤
刷
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
、
投
票
用
紙
の
受
取
時
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
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エア∴∴∴∴∴義博
無病息災を祈り、獅子のあごが合わされます

l初夏だ、田植えだ！プールだ！
．臆泥んこになっても、楽しLl授業

「うわ一つ、こけらやった」「うまく歩けないよ」－
′　子ともたちの元気な声がちびっこ農園（別府）に響きわ

／′／／たります。6月19日、島門小学校で．2年生と5年生の

享覇王クラス、215人が参加して・手植えはる田植えを体

験しました。

11月には、児童たちの手で稲刈りも行われます。実り

の秋が待ち遠しいですね。

．．£‾‾‾　一三二二二ニ

園先生の言うことをよく聞いて、楽しく泳いでね

夏といえば、プール。待ちに待ったプール開きが、町

内各小学校で行われました。6月21日は∴浅木小学校と

広渡小学校の2校で実施され、児童たちが初泳ぎを楽し

みました。

これからか夏本番。水と接する機会も増えます。先生

の言うことをよく聞いて、水の事故にはくれくれも注意

してください。それと、水に入る前には、準備運動も忘

れずにね。

∴g∴

雪鞠 ��L ＼ 掴／謡 
．“　」＝‾ 

講師の話に熱心Iこ耳を傾ける緑黄会の皆さん

○
木
守
区
お
獅
子
祭

「
最
近
で
は
、
お
正
月
で
も
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
獅

子
舞
の
獅
子
が
お
目
見
え
」
　
こ
れ
は
、
6
月
6
日
に
木
守
で
行

わ
れ
た
お
獅
子
崇
で
の
こ
と
で
す
。

獅
子
は
隣
組
の
組
長
さ
ん
宅
か
ら
四
方
に
向
け
て
「
カ
ン
、

カ
ン
」
と
小
気
味
よ
い
音
を
立
て
て
あ
ご
が
合
わ
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
役
員
さ
ん
た
ち
が
、
木
守
の
全
世
帯
の
門
口
に
玉
串

を
さ
し
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
回
り
ま
す
。

祭
り
に
参
加
し
た
白
木
利
基
さ
ん
は
「
わ
た
し
た
ち
が
子
ど

も
の
こ
ろ
は
、
一
望
丸
に
な
る
よ
う
に
と
、
目
の
前
ま
で
獅
子
が

来
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
怖
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
」
と
な
つ
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
ま
た
、

区
長
の
小
川
文
彦
さ
ん
は
　
「
大
正
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で

す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
守
り
続
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

健
康
の
第
一
歩
は

ま
ず
食
生
活
か
ら

○
遠
賀
地
区
食
生
活

推
進
協
議
会

2
0
周
年
記
念
総
会

緑
黄
会
の
名
前
で
お
な
じ
み
の
食
生

活
推
進
協
譲
会
が
郡
内
で
発
足
さ
れ
た

の
が
二
十
年
前
。
そ
の
一
一
十
周
年
記
念

総
会
が
5
月
3
1
日
、
約
二
百
人
の
会
員

が
出
席
し
て
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

緑
黄
会
は
、
「
健
康
の
第
一
歩
は
ま

ず
、
食
生
活
か
ら
」
と
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
食
生
活
へ
の
改
善
を
図

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
の
行
事
の
際
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
健
康
料
理
の
試
食
会
な
ど
も

開
催
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
日
の
総
会
で
は
、
「
心
の
健
康

づ
く
り
」
と
い
う
綜
貴
会
な
ら
で
は
の

演
題
で
講
演
会
も
行
わ
れ
、
請
師
の
南

小
倉
病
院
保
健
医
療
部
長
、
糸
水
差
明

先
生
の
話
に
親
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

した。

梅
雨
の
実
っ
た
だ
中
。
ま
だ
水
は
つ
め
た
そ
う
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賢壷も

世界の文化の香りを満喫
S文化ふれあLl事業

6月12日、今年度最初の文化，〕、れあい事業として中央公民

館で、韓国のソウル人形劇会の公演が行われました。

上演されたのは、韓国では有名な「沈清伝」（シムチヨン

ジョン）という物語で、盲目の父親の目が見えるようになる

ため娘の沈清かいろんな手殿を尽くすというお話でした。

この日は、人形劇会の皆さんによる韓国の子ともたちの遊

びの紹介や、遠賀南中学校国際交流クラブによる英語劇の上

演も行われ、世界の文化の香りを満喫した一日となりまし

た。

一言I，

れ
環
境
の
美
化
と

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の

願
い
を
込
め
て

臆
新
町
区
長
栗
秋
英
行
さ
ん
の
あ
た
よ
り

韓
国
の
子
ど
も
の
遊
び
に
挑
戦
。

新
町
区
で
は
、
6
月
釦
日
、
午
前
8
時
か
ら
、
区
内
の
ピ
ン
・
カ
ン
拾
い
と
カ
ー

カ
ン
の
ポ
イ
捨
て
を
思
い
と
ど
ま
っ

一
旦
停
止
を
し
て

決
し
て
安
全
な
作
業
で
は
な
い
は
ず
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

み
ん
な
の
固
い
ご
と
が
か
な
い
ま
す
よ
う
に

漢
遠
賀
川
保
育
園
が
七
夕
の
笹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
つ
く
り
ま
し
た
。
や
く
ぼ
に

か
ざ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
6
月
2
3
日
、
遠
賀
川
保
育
園
の

園
児
九
人
が
役
場
を
訪
れ
、
き
れ
い
に
飾
り
つ
け
ら
れ
た

七
夕
の
笹
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

七
夕
の
飾
り
と
い
え
ば
、
折
り
紙
な
ど
を
使
う
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
か
、
遠
賀
川
保
育
園
の
み
ん

な
の
飾
り
は
、
廃
品
を
利
用
し
た
も
の
。
卵
の
パ
ッ
ク
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
容
器
な
ど
に
思
い
思
い
の
色
を
つ

け
、
き
れ
い
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
使
い
捨
て
時
代
と
呼

ば
れ
る
今
、
「
物
の
大
切
さ
」
を
七
夕
の
飾
り
一
つ
か
ら

も
身
に
つ
け
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
大
人
に
な
っ
て
も
忘

れ
な
い
で
ね
。

「
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
つ
く
り
ま
し
た
」
と
遠
賀
川
保
育
園
の
園
児
た
ち

一
日
1
雪
葛
葛
霊
室
＿
カ
ー
1

運
賃
歪
犯
節
止
重
点
地
区
椎
遭
憤
機
会

撫
」
輔
副
詞
摘
劉
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S公民館対抗女子バレーボール大会

6月6日、勤労者体育センターと町民体育館

の2会場で公民館対抗女子バレーボール大会が

行われました。今年は17チームが参加。各チー

ムとも前年以上にレベルアップが図られ、全試

合、手に汗握る熱戦が繰り広げられました。

大会の結果
●Aクラス▽優勝＝虫生津▽筆 書浅木ソフトボールスポーツ少年団が．Bクラス▽優勝＝中央医▽棒 全国大会に出場 

淋ソフトボールスポーツ少年団の好　　　繭専 
チームが8月7日から10日まで滋鯛で行　　「！詰ノ　雪＼二⊥ 

われる、全日本小学生男女ソフトボール選 手権大会へ出場することが決まりました。 昨年の県大会優勝と今年4月に行われた 九州大会3位の成紙が評価されての出場で す。全国大会では、力を充分発揮し、遠賀っ 子の元気あふれるプレーでがんばってきて ください。 �� �l i 

？十一一一十日 

：こ∴Tr∴ 阻／ 一、一′一 　三正 il↑鞄 はTl‾／＼ 」：∴∴「「′＿「∴∴ �∴∴∴ �弘山の3勝2● 樹rT部年年1 ●芳▽の船の牢 6広優郎声部の 年●勝▽違▽都 の5健也優▽ 郎年高騰▽勝二 ▽の崎位 三部紘平位松 位▽陸田山村 ∴▽鳩二樽田 平位∵堆司宮隆秀 田優●▽太 

8第13回遠賀ロータリー杯争奪　　　　薯揺勝語継 
少年剣道大会 6月20日、水巻町町民体育館で適賀郡 中間市の少年・少女剣士たちが集まり遠 ロータiI一杯争麓少年剣道大会が行われ した。大会では遠賀町の連鎖剣道教室が 健闘。小学生の部で優勝、中学生の部で 位の成績を収めました。 個人戦の結果（敬称略） ●小学生の部▽3位／山中貞裕美●中学 の部▽優勝安商売▽3位西孝太良 �賀 ま 大 3 需麗－璃彰 

・一一一一一－一　　二 

結語平成佃月雌） 　　　　　　渡 � � �子 音春季体育大会で大Ii 町内3小学校で開催 5月23日、広瀬小学校で、： 小学校で春季体育大会か行わイ 恵まれ、グラウンドには子と‡ りました。 プログラムには、お父さん† 技や地区対抗リレ－なども取」 －体となった、楽しい－日にな i直接鯖曲調曲調握鴫輸血曲 

優勝＝田圃北

優勝＝尾崎

〕一、、㌧嘗重

月30日、島門小学校と浅木

、両日とも、絶好の天気に

もたちの元気な声が響きわた

お母さんか参加できる競

地域と小学校が

6
月
2
0
日
、
芦
屋
町
式
道
場
で
芦
屋

町
少
年
柔
道
大
会
が
行
わ
れ
、
大
会
に

参
加
し
た
違
質
叩
A
チ
ー
ム
が
優
勝
、

B
チ
ー
ム
か
三
位
の
好
成
約
を
収
め
ま

した。
個
人
戦
の
結
果
　
（
敬
称
略
）

鰭
い
て
ま
し
た
　
ス
ポ
↓
の
結
果
　
■
芦
屋
町
少
年
柔
道
大
会

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
力
走

（
島
門
小
学
校
で
）



前回はワンポイントレッスンでお届けしましたが、ワンポイント、

つまり要点が一つではつまらないので、毎回、趣向を凝らした企画

でサービスします。

文化で生まれた気持ちの違いを飛び越えてこそ、
いい通訳ができるのです

アメリカ人でいくらH本譜が話せる人でも、日本の文化が分って

いないと、それは正しい日本語には聞こえません。いくら日本の文

化を勉強しても日本語を話すことができかすれば、日本の文化の奥

深い所まで分るはずがありません。

逆に日本人が英語だけを勉強しても正しい英語にはなりません

し、アメリカの文化だけを勉強しても正しい知識にもなりません。

アメリカ人同士が、気持ちを交歓するために自然に出てきた米英語

がほかの文化に通じるようにはなっていないのです。

アメリカ人と日本人の言葉のうらには文化で星まれた気持ちの違

いがあります。・番良い通訳は言葉にこだわらず、その人自身、そ

してその人の気持ち（心）を大事に、深い心のふれあいができるよ

うに訳すのが「みそ」と言えます。

それでは青菜にこだわらず次のジョン・レノンの気持ちを日本語

で説明してみてください。

LIFEIS WHAT HAPPENS TO YOU

WHILE YOU’RE BUSY MAKING

OTHER PLANS．

－JOHN LENNON

意見や質問のある人は、どんどん教育委員会へ送ってください。

皆さんのお便りお待ちしています。

前回の英文和訳には次の5人の方から回答が寄せ

られました。

皆さんうまく訳せていたようです。お名前を紹介し

ます（敬称略）橋本博（今古賀）町田陽子〈実害）

小川麻美子（浅木）東信子（東和菟）萩本悦子（中

央区）。ありがとうございました。

pUZZLと今回のテーマ（ま、野菜
（VEGETABLE）です。あと9つ見つけ
てください。

C三重＝韮⊃J
M O N C A R R O

C O N O T L P X

A T H R O B E S

B P A N C K S H

B R O W P G L A

A O NI O N S W

G R O L T N E C

E W A T A E C E

S E S N T E A K

S Li P O P E R

F N S P E A S A

C KI N S G S［

●前回のパズルの答え

APPJE（リンゴ）PEAR（津なし）CHERRiES（サクラ

ンボ）GRAPES（ブドウ）ORANGE（オレンジ）LEMON

（レモン）WA－忙RMELON（スイカ）PEAcH（モモ）

中央公民館展示ロビーだより

●展示期間　7月末まで
●展示作品（出品者敬称略）
▽パッチワーク

落日青海波ほか10点
出品者　山下恵美子（田圃）‾

▽絵画

香春講話50号Fほか
出品者∴松本俊之（郎軌
併　合種
出品者　信行寅裁く鬼津〉
ふるさと九州（山麓の表情）

出品者　室井百人（鬼津）
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葬
の
多
き
こ
の
頃
雨
続
く

晴
れ
間
も
あ
れ
ば
す
こ
し
慰
む

井
口
　
絹
子

人
生
の
平
均
寿
命
を
す
ぎ
し
我

心
お
き
な
く
畑
の
草
取
る

久
野
き
よ
の

は
か
ら
す
も
四
十
年
ぶ
り
の
会
合
に

言
葉
つ
ま
り
て
た
だ
見
詰
め
合
う

柴
田
　
　
房

右
脚
の
痛
み
は
あ
わ
れ
今
日
も
ま
た

曳
き
ず
り
な
が
ら
歩
み
で
お
り
ぬ

白

石

一

夫

一
日

房
子

短
歌
（
お
人
が
規
歌
会
織
豊
）

河
中
　
指
喜
選

来
る
夏
を
先
取
り
し
た
る
マ
ネ
キ
ン
の

白
鮮
や
け
き
鍔
ひ
ろ
帽
子

雲
の
影
大
き
く
青
田
走
り
け
り

徳
永
　
衝
治

裏
山
に
人
の
声
し
て
袋
掛

小
野
多
恵
子

う
き
草
の
ひ
と
つ
を
曳
き
て
影
ゆ
る
る

徳
永
小
代
子

漑
音
の
し
ぶ
き
に
濡
れ
て
懸
り
藤

柴
田
と
も
子

i
　
　
　
－
H
M
－
．

〓

－

‥

梱

渋
木
の
繁
山
善
男
さ
ん
の
作
品

節
約
を
ケ
チ
と
言
わ
れ
て
気
が
滅
入
り

O
L
も
ピ
ー
ル
ぐ
ら
い
と
一
気
飲
み

孫
が
来
て
ご
ろ
寝
も
さ
せ
ぬ
日
曜
日

川
上

久
夫

俳
句
（
遵
実
俳
女
句
会
抄
）

池
田
　
幸
利
達

惜
春
の
雨
や
竹
林
鳴
り
ひ
そ
む



くらしの

役場293－1234

遠賀町教育委員会

委員の任命

（平成5年7月1日任命）

矢野定廷氏
昭和13年8月9日生

住　所　遠賀町大字浅木811番地

歴　昭和36年に福岡学芸大

学を卒業後、北九州市

立本城小学校に奉職。

折尾東・平原　内浦小

学校を経て、昭和59年

に広瀬小学校に赴任。

昭和62年3月退職し現

在、西光寺の住職。

諺
e
O
認
田

防
衛
庁
職
員
採
用
Ⅲ
種

試
験
が
あ
り
ま
す

●
年
齢
要
件
　
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
試
験
区
分
一
般
事
務
・
電
気
・
機

械
・
土
木
・
建
築

●
第
一
次
試
験
　
9
月
2
6
日
　
（
日
）

●
申
し
込
み
　
1
月
1
6
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課

人
事
係
　
〔
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

ニ
ー
一
〇
I
七
℡
0
9
2
（
4
1
2
）

2
3
2
1
）
　
へ

●
年
齢
要
件
　
昭
和
砧
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
第
一
次
試
験
　
9
月
2
6
日
　
（
日
）

●
申
し
込
み
　
8
月
2
3
日
　
（
月
）
　
か
ら

9
月
3
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
補
間
県
人

事
委
員
会
事
務
局
住
用
課
　
（
〒
8
1
2
福

岡
市
博
多
医
薬
公
園
七
－
七
℡
0
9

2
　
（
6
4
1
）
　
3
8
8
3
）
　
へ

●
申
込
用
紙
の
請
求
　
人
が
委
員
会
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
便
に
よ
る
請

求
は
封
筒
の
上
に
「
初
級
請
求
」
と

朱
葺
き
し
百
二
十
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
　
（
二
十
八
×
二
十
二
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
）
　
を
同
封
し
て

人
事
委
員
会
へ

セ
ン
タ
ー
℡
0
9
4
2
　
（
4
3
）
　
3

3
8
1
か
、
労
働
張
碓
監
督
署
へ

田
園
合

福
岡
県
職
員
採
用
（
初
墾
試
験

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
が

●
区
分
・
定
員
　
▽
一
般
事
務
＝
三
十

人
▽
学
校
事
務
＝
十
一
人
▽
聾
察
事

務
＝
十
人
▽
土
木
＝
十
五
人
▽
電
気

I
I
一
人
▽
鋭
業
土
木
＝
四
人
▽
林
業

＝
二
人

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験
が
あ
り
ま
す

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種
免

許
試
験
の
今
年
度
下
期
の
試
験
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
技
士
や
衛

生
管
理
者
な
ど
十
八
種
類
の
試
験
が
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
九
州
安
全
衛
生
技
術

危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関

す
る
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す

●
と
き
　
8
月
5
0
日
　
（
月
）
　
か
ら
9
月

3
日
（
金
）
ま
で
と
9
月
2
0
日
（
月
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
民
防
災
セ
ン
タ

ー
別
館

●
講
習
対
象
者
　
危
険
物
施
設
で
危
険

物
の
取
扱
い
作
業
に
従
事
し
、
免
状

の
交
付
ま
た
は
、
受
講
し
て
か
ら
三

年
を
経
過
し
て
い
る
人

●
申
し
込
み
　
8
月
2
日
　
（
月
）
、
3

日
　
（
火
）
　
に
北
九
州
市
消
防
局
で

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
1

●
対
象
　
簿
記
三
級
の
資
鯖
を
拝
つ

か
、
同
等
の
実
力
を
持
つ
就
業
希
望

の
女
性

●
講
習
期
間
　
9
月
2
1
日
　
（
火
）
　
～
日

月
1
1
日
　
（
木
）
　
の
延
べ
二
十
一
日
間

（
お
も
に
火
・
木
・
金
曜
日
）

●
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
教
材
郷
は

自
己
負
担
）

●
講
習
会
場
　
北
九
州
勤
労
雷
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
　
8
月
1
7
日
、
1
8
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
福
岡

県
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
へ

屯
話
で
ど
う
ぞ
。
℡
0
9
4
8
　
（
2

3
）
　
4
1
5
6
　
（
直
通
）
　
ま
た
は
0

9
4
8
（
2
3
）
4
1
1
1
（
代
表
）

矯
田
。
聞
達

2
1
世
紀
型
農
業
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

音
近
代
的
な
大
区
画
は
場
整

備
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
送
水

施
設
が
完
成

平
成
4
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
県
営

遠
賀
北
部
は
揚
基
盤
整
備
事
業
の
尾
崎

八
丁
同
地
区
の
面
工
事
と
近
代
的
な
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
送
水
施
設
が
完
成
し
、
6

月
後
日
、
地
元
関
係
者
の
見
守
る
中
、

初
の
通
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
秋
に
は
、
暗
渠
排
水
工
事
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後

の
尾
崎
八
丁
同
地
区
の
土
地
が
有
効
に

活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の

振
興
が
大
い
に
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

女
性
を
対
象
に
し
た
簿
記
の

技
術
講
習
会
が
あ
り
ま
す

●
科
目
　
簿
記
（
中
級
）

●
定
員
　
三
十
人

乳
児
相
談
があ

り
ま
す

●
と
き
　
▽
生
後
3
か
月
～
6
か
月
児

対
象
＝
1
月
1
3
日
　
（
火
）
、
午
前
9

時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分
▽
生
後
1
か
月
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‾ヽ

～
椎
か
月
児
対
象
＝
1
月
2
7
日

（
火
）
、
午
前
9
時
5
0
分
～
1
0
時
3
0

分
●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室
　
（
役

場横）

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
そ
の
他
　
無
料

鯖
も
。
尊
◎
馳

会
で
す
。

●
と
き
　
8
月
1
5
日
　
（
日
）
、
正
午
～

午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
住
ま
い
・
生
活
展

会
場
内
の
未
来
館

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
部
職
業

安
定
課
℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1

1
1
　
（
代
表
）

人
材
U
タ
ー
ン
合
同
企
業
面

談
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

県
内
に
U
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
人

と
、
地
元
企
業
採
用
担
当
者
と
の
面
談

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
の
イ

ベ
ン
ト
に
で
が
け
ま
せ
ん
か

●
航
空
教
室
　
▽
と
き
＝
8
月
4
日

（
水
）
　
か
ら
6
日
　
（
金
）
　
ま
で
の
二

泊
三
日
▽
内
容
＝
隊
内
生
活
体
験
や

模
擬
飛
行
機
操
縦
な
ど
▽
対
象
＝

中
・
高
校
生
の
男
女
▽
定
員
＝
三
十

人
▽
申
し
込
み
＝
1
月
2
0
日
　
（
火
）

ま
で
に
基
地
渉
外
室
へ
電
話
で
ど
う

ぞ
℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

●
体
験
搭
乗
　
▽
と
き
＝
8
月
4
日

（
水
）
午
後
1
時
か
ら
▽
内
容
＝
Y

S
H
型
機
で
北
九
州
上
空
を
飛
行
▽

定
員
＝
六
十
人
▽
申
し
込
み
＝
1
月

2
0
日
　
（
火
）
　
ま
で
に
往
復
は
が
き
で

申
し
込
み
。
一
枚
で
二
人
ま
で
申
し

込
め
ま
す
。
宛
て
先
は
〒
棚
－
0
1
芦

屋
町
芦
屋
基
地
三
術
校
基
地
渉
外
室

広
報
係

●
納
涼
盆
踊
り
大
会
　
▽
と
き
＝
8
月

5
日
　
（
木
）
　
午
後
1
時
か
ら
9
時
ま

で
。
基
地
開
放
は
午
後
6
時
か
ら
▽

と
こ
ろ
－
1
芦
屋
基
地
中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
問
い
合
わ
せ
　
基
地
渉
外
室
℡
　
（
2

2

3

）

　

0

9

8

1

消
防
一
一
九
コ
ー
ナ
ー

管
内
　
火
災
・
救
急
件
数

（
5
月
1
日
～
3
1
日
）

「
3
5
i
i
i
‖

明
日
の
宣
原
の
た
め
山
中
た
く
ま
し
い
夢

元
姦
悪
ア
イ
デ
ア
を
一
募
集
中
l

ご
存
じ
で
す
か
、
母
子
家
庭
医
療
制
度

こ
れ
は
、
1
8
歳
未
満
の
児
童
　
（
1
8
歳
の
誕
生
日
の
前
日
以
降
最
も
早
く
到
来

す
る
3
月
3
1
日
を
経
過
し
て
い
な
い
人
を
含
む
）
　
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
子
、
父
母
の
い
な
い
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。
対

象
者
は
役
場
国
保
年
金
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
各
医
療
保
険
に
加
入
の
本
人
ま
た
は
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。
①
夫
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し
、
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
扶
餐
し

て
い
る
人
　
（
夫
が
重
度
の
身
体
障
害
者
の
場
合
も
含
む
）
②
父
母
の
い
な
い

3
歳
以
上
1
8
歳
未
満
の
児
童

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
印
鑑
、
戸
籍
謄
本
、
平
成
5
年
度
所
得
証

明
書
（
平
成
4
年
分
）
　
な
ど

※
現
在
、
更
新
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
手
続
き
を
し
て

母
子
医
療
証
の
切
替
え
を
行
い
ま
す

●
と
き
　
8
月
2
日
　
（
月
）
、
3
日
　
（
火
）
　
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
役
場
国
保
年
金
係
（
窓
口
2
番
）
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総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
緑
』
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
区
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
も
、
素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ

る
尾
崎
区

北
は
芦
屋
町
、
西
は
岡
垣
町
に
接
し

緑
に
囲
ま
れ
た
尾
崎
区
。
i
r
数
年
前
ま

で
、
世
帯
数
は
約
百
二
十
で
し
た
が
、

現
在
で
は
そ
の
数
も
百
八
十
と
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
代
々
引
き
継
が
れ
た
農

家
、
兼
業
農
家
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
、

そ
し
て
郊
外
へ
と
移
っ
て
き
た
事
業
所

や
工
場
な
ど
が
共
存
し
て
い
る
時
代
の

流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
地
区
で
す
。

子
ど
も
や
孫
に
語
り
継
い
で

い
き
た
い
行
書
が
あ
り
ま
す

区
の
中
心
部
に
牟
田
神
社
と
尾
崎
公

民
館
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
敷
地
内
に
大

東
亜
戦
争
慰
霊
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
時
の
尾
崎
区
は
わ
ず
か
六
十
戸

余
り
。
そ
の
中
か
ら
戦
争
に
参
加
し
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
尊
い
二
十
柱
の
犠
牲

者
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
8
月
1
3
日
の

盆
踊
り
は
、
こ
の
慰
霊
塔
の
前
で
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
9
月
2
3
日

に
は
、
遺
族
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の

区
民
が
参
拝
す
る
中
で
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
「
こ
の
日
ば
か
り
は
、
感
を

新
た
に
し
ま
す
ね
。
後
世
の
平
和
を
願

う
意
味
で
も
子
ど
も
や
孫
に
伝
え
、
語

り
継
い
で
い
か
な
け
れ
な
な
ら
な
い
行

事
だ
と
思
い
ま
す
」
と
区
長
の
大
村
功

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
年
は
3
年
に
一
度
の
伝
統

行
事
が
あ
り
ま
す

隼
田
神
社
の
伝
統
行
事
に
宮
日
祭

（
お
く
ん
ち
）
　
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
行

事
は
三
年
に
一
度
の
享
年
に
行
わ
れ
る

そ
う
で
、
今
年
が
そ
の
年
、
1
0
月
1
4
日

と
1
5
日
に
催
さ
れ
ま
す
。
お
神
娘
が
区

内
に
繰
り
出
さ
れ
華
や
か
な
御
神
燈
行

列
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
日

は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
奉
納
相
撲
も

あ
り
、
ほ
か
の
地
区
の
子
と
も
た
ち
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。い

ろ
い
ろ
な
区
の
活
動
で
親

睦
を
囲
っ
て
い
ま
す

尾
崎
区
は
区
民
の
ま
と
ま
り
も
よ

く
、
区
の
活
動
も
盛
ん
で
す
。
と
く
に

老
人
会
活
動
は
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
、
毎
月
の
例
会
や
公
団
の
清
掃
な
と

の
連
絡
に
お
互
い
の
親
睦
を
図
り
な
ご

や
か
な
会
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
町
の
行
事
へ
の
参
加
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
区
独
自
の
催
し
も
、
数

多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
4
月
の
区
民

運
動
会
、
夏
の
子
供
会
キ
ャ
ン
プ
、
盆

踊
り
、
そ
し
て
、
ハ
ス
ハ
イ
ク
と
内
容

も
充
実
。
こ
れ
ら
の
行
事
で
区
民
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

地
区
の
美
化
推
進
活
動
に
も

積
極
的
で
す

尾
崎
区
は
、
公
民
館
活
動
だ
け
で
な

く
、
町
の
美
化
推
進
活
動
も
積
極
的
で

す
。
毎
月
一
回
、
区
の
全
世
帯
が
参
加

し
て
、
地
区
内
道
路
の
一
斉
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。
区
内
に
は
国
道
3
号

練
や
町
道
山
手
線
な
ど
交
通
量
の
多
い

路
線
が
あ
り
、
不
法
投
棄
ざ
れ
た
ご
み

が
目
立
ち
ま
す
。
今
年
の
4
月
の
清
掃

で
は
、
空
き
缶
、
空
き
ピ
ン
は
ご
み
袋

約
百
二
十
枚
分
に
も
な
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
か
ら
．
か
月
後
の
溝
掃
で
も
、

空
き
缶
、
空
き
ピ
ン
は
ご
み
袋
約
八
十

枚
分
に
も
な
り
「
た
っ
た
一
か
月
で
こ

れ
だ
け
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
る
ん
で
す

か
ら
ね
」
と
大
村
さ
ん
も
困
っ
た
よ
う

す
。
「
尾
崎
区
に
は
、
ご
み
一
つ
落
ち

て
な
い
。
そ
う
言
わ
れ
る
よ
う
、
区
民

全
員
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
れ
れ
ば
、
夢

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た。

（
取
材
協
力
尾
崎
区
大
村
功
区
長
）

尾
崎
区
デ
ー
タ

世
帯
数
　
（
峨
）
　
人
口
　
（
棚
）

（
6
月
0
0
日
現
在
）

お
詫
び
と
訂
正

6
月
2
5
日
発
行
の
7
月
の
行
事
予
定

表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
が
1
月
2

日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
1
月
2
4
日

（
土
）
　
の
誤
り
で
す
。
ま
た
、
納
税
の

棚
が
国
民
健
康
保
険
税
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
固
定
資
産
税
（
二
期
）
　
の
誤

り
で
す
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

園
田
回
国

取
材
先
な
ど
で
の
あ
い
さ
つ
は
決

ま
っ
て
「
よ
く
降
り
ま
す
ね
」
。
本
当

に
う
っ
と
う
し
い
時
期
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
す
め
ば
い
い
の
で
す
が
、
全
国
各

地
で
雨
に
よ
る
被
害
が
で
て
お
り
、
自

然
の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
5
月
1
0
日
号
で
「
洪
水

に
対
す
る
備
え
は
万
全
で
す
か
」
と
適

し
て
各
地
区
の
避
難
場
所
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
一
度
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
（
英
）


